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1瘍 森機グ Jレープ入社式 4/可 嗜 彎釉鞣
激励のことば

〔常務〕入社にそなえて、お金をはたいて買った香港

シャツとスラックス。当日、意気込んで出社してみれ

ば、社長に一言、「お前は配達なんだから、そんない

い格好してもしょうがないぞ」。あの一言は今でも鮮

明に覚えています。

でも、入社の時というのはそれくらい気が張ってい

るので、思い出深いものなのです。入社された方は、

今日の気持ちを大切に、また先輩社員の人も、その時

の志を改めて自分に問い直してみて下さい.

さて、わが社でも木日から 際 燦部隊」という新し

いチームが発足し、ますますの盛り 11が りを期待して

ます,,新 人社夕tの 方々も、どのようにljk長 していくか

楽しみにしています.ま ずは、どちらも-11問が勝負

となるでしょう_

木村英利

〔社長〕世の中には、伝統や文化があります。もちろん森松にも独特の伝統

と文化があります。時にはユニークだと言われることもありますが、私にと

ってはごく当り前のことをしているだけで、森松マンにとっては少しも驚く

ことではありません。それには、まず森松のバイブルである『モーリン語録』

を 1日 も早く頭だけでなく体で覚えて ドさい。ここには、森松の精神の全て

が濃縮されています。

その中の つに、『仕事は楽しく』という言葉があります。文字通り、仕

11で楽しい111問 が過ごせるということになるので、長続きするということに

つながり、常に心がけて欲しいのですが、これから大いに悩むこともあるで

しょう.,そ の時は大いに悩み、また 1人だけでなく、 2人 3人 と仲間と 緒

に悩んで、そして次の成長へとつなげればよいのです。人生、「みんな悩ん

で大きくなったJのです。「悩まなければ成長しない」。そして、仕事を楽し

くする具体的な方法として、業務自体を好きになることや、上司等仲間を好

きになることを推めたぃ。幸い社内には、営業・経理・製造 開発等色んな

職種を選べますし、色んなタイプの人間との出会いがまっているはずです。

自分で選択 した仕事を好きになり、上司 仲間を好きになって下さい。

新しい扉を開けたふなさんに、輝かしい未来があることを信じています。

森 信之

「ウ
サ
ギ
と
亀
の
物
語
」

小
学
生

の
時
、
教
え
て
も
ら

っ
た
物
語
に

「
ウ
サ
ギ
と
亀
」

の
話
が
あ
り
ま
す
。
両
者
は

競
争
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
優
位
な
立
場
で

あ

っ
た
ウ
サ
ギ
は
途
中
油
断
を
し
昼
寝
を
し
て

し
ま
い
、
最
後
に
亀
に
抜
か
れ
て
し
ま
う
話
で

す
。コ

ツ
コ
ツ
と
少
し
ず

つ
積
み
上
げ
る
努
力
、

ま
た
継
続
の
大
切
さ
を
表
現
し
た
物
語
で
あ

っ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

最
近
聞
い
た
話
は
少
し
違

っ
て
い
ま
し
た
。

ウ
サ
ギ
は
相
手
の
亀
だ
け
を

マ
ー
ク
し
、
山

の
頂
上
の
ゴ
ー
ル
の
事
を
忘
れ
て
亀
さ
ん
だ
け

に
気
を
付
け
て
、
の
ん
び
り
と
レ
ー
ス
を
し
て

い
た
。　
一
方
、
亀
は
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
真
剣
に

一
歩

一
歩
目
標
に
向

か

っ
て
努
力
を

し
続
け

た
。
そ
し
て
最
後
ゴ
ー
ル
イ
ン

（目
標
な
達
成
）

し
た
時
、
ウ
サ
ギ
に
勝

っ
て
い
た
。

何
か
自
分
の
人
生
と
比
べ
て
み
る
と
、
反
省

す

べ
き
点
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
話
で
し
た
。
正

し
く
明
確
な
人
生
目
標
を
持
ち
、　
一
度
き
り
の

人
生
を

一
日

一
日
大
切
に
過
ご
し
た
い
。
途
中

余
分
な
道
草
を
せ
ず
、
日
標
を
見
誤
る
事
無
く
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
進
ん
で
い
き
た

い
と
思

う
。
亀
さ
ん
の
よ
う
に
。

森
　
信
之
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し
ば
ら
く
の
間
、
新
入
社
員
も
入
っ
た
こ
と
だ
か

ら
、
モ
ー
リ
ン
語
録
の
分
か
ら
な
そ
う
な
と
こ
ろ
を

説
明
し
ま
し
ょ
う
か
。
受
信
は
発
信
に
比
例
す
る
…

…
。
受
信
、
つ
ま
り
入
っ
て
く
る
情
報
が
少
な
い
場

合
は
、
そ
れ
は
そ
の
人
自
身
の
情
報
量
が
少
な
く
、

情
報
を
与
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
簡
単
で

し
ょ
う
。
情
報
を
常
に
与
え
て
い
た
ら

（発
信
）
そ

の
人
に
は
自
然
と
情
報
が
集
ま
る

（受
信
）
と
い
う

こ
と
で
す
。
情
報
だ
け
で
な
く
、
会
話
で
も
そ
う
で

す
。
何
と
な
く
そ
の
人
の
周
囲
に
は
人
が
集
ま
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
と
接
し
て
い
る
と
大
変
勉
強

に
な
る
と
か
、
何
と
な
く
心
が
豊
か
に
な
る
と
か
、

ち
ゃ
ん
と
理
由
が
あ
り
ま
す
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
人
物

と
い
う
の
は
、
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
勉
強
し
て
い
る

ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
努
力
を
し
て
い
る
か
ら
、
ア
ン

テ
ナ
が
高
い
ん
で
す
ね
。
優
れ
て
い
る
人
は
大
変
忙

し
い
で
す
か
ら
、
ア
ン
テ
ナ
を
持

っ
て
い
な
い
人
を

相
手
に
す
る
程
時
間
に
余
裕
が
無
い
の
で
す
。
そ
れ

に
お
馬
鹿
さ
ん
に
情
報
教
え
た
り
、
知
識
与
え
た
り
、

相
談
に
の
っ
て
や
っ
て
も
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

ね
。
ア
ン
テ
ナ
持

っ
て
い
な
い
人
が
お
客
さ
ん
を
訪

問
し
て
、
決
ま

っ
た
セ
リ
フ
は

「な
に
か
あ
り
ま
せ

ん
か
？
」
あ
る
訳
な
い
よ
な
ぁ
…
…
お
客
さ
ん
は
ア

ン
テ
ナ
の
高
い
他
社
の
人
と
い
っ
つ
か
話
し
て
お
り

ま
す
。
注
文
と

一
緒
に
…
…
。

‐

本
村
英
利

Ⅲ
ツ
君
の
■
方
通
行

は
一発
信
一に
比
例
す
る
」

寝
る
子
は
育

つ
。
私
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
源
は
寝
る
こ

と
だ
と
思
う
。
週
に
二
日
は
、
二
十

．
時
二
十
分
に
は

床
に
就
き
、
朝
刊
の
届
く
五
時
三
十
分
に
は
起
床
し
て

い
る
。

冬
の
寒

い
時
期
の
五
時
三
十
分
の
起
床
は
非
常
に
厳

し
い
が
ヽ
陽
気
が
良
く
な
れ
ば
清
々
し
い
朝
が
迎
え
ら

れ
ま
す
。

こ
の
話
を
す
る
と
、
オ
ヤ
ジ
に
な

っ
た
ん
だ
よ
と
言

わ
れ
て
し
ま
う
が
、
も
う
す
ぐ
四
十
才
、
や
は
リ
オ
ヤ

ジ
に
は
違

い
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
よ
く
耳
に
す
る

の
で
す
が
、
「昨
日
は
寝
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
よ
」

私
自
身
も
、
寝

つ
き
が
悪
く
、
夜
中
の
二
時
に
日
が
覚

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

の
力
を
借
り
て
い
ま
す
が
、
熟
睡
し
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
悩
み
事
は
あ
り
ま
す
が
。
床
に
就
く
時
位
は
、

楽
し
い
こ
と
を
考
え
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
悩
み
事

は
、
起
き
て
い
る
時
に
考
え
、
前
向
き
に
出
来
る
限
り

対
策
を
取
り
反
省
を
す
る
。
そ
し
て
忘
れ
る
―
　
フ」
れ

か
ら
も

「継
続
は
力
な
り
」
で
、
熟
睡
を
心
掛
け
楽
し

く
仕
事
と
遊
び
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

＊
ど
こ
で
も
爆
睡
す
る
人
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
寝

つ
き
の
悪
い
人
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
て
下
さ
い
。

私
の
ス
キ
ー
の
先
生
で
、
水
泳
で
は
国
体
ま
で
出
場

し
て
い
る
努
力
家
で
す
？
？
？
？
　
が
仕
事
中
も
咳
き

込
ん
で
う
る
さ
く
、
睡
眠
に
入
る
の
に

一
分
と
掛
か
ら

な
い
人
で
、
仕
事
を
し
て
い
る
時
も
、
寝
て
い
る
時
も
、

他
人
に
迷
惑
を
掛
け
て
自
分
で
は
気
が
付

い
て
い
な
い

人
で
す
。
動
物
園
の
カ
バ
さ
ん
に
失
礼
だ
が
、
ま
る
で

カ
バ
で
す
。
い
つ
も
寝
る
時
に
、

迷
惑
を
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
で
つ

い
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
光
田
昭
男

鳥
羽
幸
治

四
月
十
五
日
を
も

っ
て
退
社
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

森
松
に
入
社
し
て
今
日
ま
で
十
年
二
ヶ
月
が
経
ち

ま
し
た
。
自
分
に
と

っ
て
こ
の
十
年
間
が
あ

っ
と
い

う
ま
に
過
ぎ
て
物
凄
く
早
く
感
じ
ま
し
た
。
思
い
出

も
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
い
っ
ぱ

い
あ
り
、
家
族
忘

年
会
、
慰
安
旅
行
、
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ア
メ
リ
カ

研
修
等
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
又
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
も
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
、
ワ
ー
プ

ロ
打
ち
、

パ
ソ
コ
ン
等
森
松
で
な
け
れ
ば
、
お
そ
ら
く
自
分
に

は
無
縁
の
も
の
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
在
籍
中
は
、

本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
方
に
お
世
話
に
な
り
感
謝
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
森
松
以
外
の
職
場
で
働
く
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
今
ま
で
勉
強
さ
せ
て
も
ら

っ
た
こ
と
を
忘

れ
る
事
な
く
、
自
分
が
吸
収
し
た
も
の
を
ど
ん
ど
ん

だ
し
て
頑
張

っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
長
い
間
お
世
話
に
な
り
有
り
難
う
ご
ぎ

い

ま

し

た

。
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ニューフエイス紹介穿蝉蛹蹴∬ミ磯、
しだ

皆 さん、こんにちは。 4月 から新入社

員として森松に入ネLし ました数井 しのぶ

です。去年の 9月 からアルバイ トを始め

て、はやいものでもう半年が過ぎました。

ようやく皆 さんの顔と名前を憶え、これ

からは一生懸命仕事を憶 えていきます。

今は毎 日が研修で、一つひとつのことが

新しいことばかりで戸惑 うことが多いです。でも新 しい

発見がある毎日でもあります。

趣味はこれというものはありませんが、通勤の車の中

で毎日、ラジオの英会話を

聞いています。「継糸売は力

なり」で、いつの日か「特

技」と言えるようになりた

いです。仕事の方ももちろ

ん頑張ります。まだまだわ

からないことが多いので、

皆さんにご迷惑をおかけし

ますが、どうぞよろしくお

願いします。

:

描 くよりも説むことの方が

多いです。

まだ社会人になってから

日が浅いので右 も左 も分か

らない事 ばか りです が、

色々教えて下 さい。早 く仕

事を覚えてお役に立てるよ

うがんばりますのでこれか

らよるしくお願いします。

はないです)。 細長い船に

4月 から森松に人社 させていただきま

した荒井里絵です。日召本田50年 6月 12日 生

まれで現在22才です。趣味は読書、音楽

(マ イナーなポ ップス)鑑賞、そ して

「漫画を描 くことJです。大学生 (愛 知

淑徳大学)の 時は漫画研究会に所属 して

いました。漫画を描 くということは簡単そうに見えます

が、手順が複雑で時間がかかり大変です。そのかわり完

成 した時の喜びは大きいですね。最近は時間もないので

のりになれ、駅から歩くのもいい運 中野奈津子

動になります。

趣味として、吹奏楽団に所属し、ユーフォニウ

ムという楽器を吹いています。あまり知られてい
トー‥―‐"… ………………………………由………‐―………………由………‥……‐‐…→

皆 さん、は じめまして。 | ないので、きっと皆 さんの中でも知ってみえる方 こんにち

縁あって 3月 5日 より入社 ! は少ないかと思います。 は。 4月 よ

しました坂幸広です。   !  週 2・ 3回練習があり、今は6月 にある定期演 | り入社 しま

帥 珀 酬 介する期 1欄 郡‖ 魚 M断鼎ま力な例 と自知 こ熟 珊
|は‡r兵塁

才で家は碧南で通勤時間は | かせながら頑張っています。 では体育会 林 直樹
1時 間位です。家族構成は

何事にも努力することといつも元気なところが ! ボ_卜 部に
妻、子供 1人の 3人家族で i  '・

マ~V´ ′～ ′――――  ― ― ― ― ―
  l ‐ヽ 1‖r'~

す。特にこれといって趣味 1 私のとりえです。そのとりえを励みに、頑張りま 1 鷲辱111主手し看」で僣F
も特技 もありません。 しい | すので、よろしくお願いいたします。
0■ lヽX O ψ ツ い し′υOツ  `1                    ____」

何 人 も乗 るや つ で す 。 体 力ていえばシーズンに1、 2 L___1二 ~「

島扇轟[I~TLTJξ手ふT孫技の方はイマイチで、実は野球が苦手
回位スキーに行くだけです。あとは10年

J饉塵吻購証tlで手。そ三で1心ひともここでそれを克服できたらと思
以上何もやった覚えがないくらいです。 躙 議‐Itヽ ます (球 を受けようとするとミットが体の前に出せな

転職は 3回 日ですが『モリマツ』が最
ピ 隋輻は難 1‐ lぃ、っまり体が逃げてる)。

後の職場と思って頑張るつもりです。今 甕饉颯鞣謝 : これまでの学生生活とは全く違う環境で、自分は社会

まで小売業をしていたため全く違う現場 坂 幸広  i人になったのだと、しみじみ感じております。森松では

の仕事はかなり大変ですが少 しでも早く       1皆 さんの仕事に対する明るく、ii向 きな雰囲気がとても

皆 さんといっしょに楽しく仕事が出来るようになりたい !好 きです。早 く一人前の森松マンになるためにも、皆様

と思います。最後に私をやさしくむかえてくれたモリマ lの助言、忠告、クレーム等々何でも喜んで受けますので

ツの方々ありがとうございます。           iよ ろしくお願いします。

毬:
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岬
朝
５
月
の
社
内
行
事

２
日
①
　
第

一
土
曜
日
休
み

〃
　
　
大
和
田
さ
ん
誕
生
日

３
日
０
　
彙思
法
記
念
日

４
日
０
　
振
替
休
日

５
日
ω
　

，ｃ
ど
も
の
日

〃
　
　
長
決
さ
ん
誕
生
日

６
日
③
　
誕
生
会
　
１２
時

７
日
Ｑ
　
ド
ゥ
　
ス
ト
ッ
ク

８
日
０
　
壮旭
集
団
総
会

９
日
ω
　
第
二
土
曜
日
体
み

＝
日
０
　
松
井

（之
）
さ
ん
誕
生
日

〃
　
　
丹
後
公
園
野
球
場

‐３
日
③
　
青
友
会

‐４
日
Ｑ
　
丹
後
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

‐５
日
③
　
中
国
情
報
会

〃
　
　
改
善
会
議

‐６
日
ω
　
第
三
土
曜
日
休
み

‐８
日
０
　
西
垣
さ
ん
誕
生
日

２０
日
③
　
法
規
会

２‐
日
内
　
生
産
会
議
　
１７
時
４０
分

２３
日
ω
　
経
営
会
議

祀
時

（昼
食
付
）

〃
　
　
営
業
会
議
　
１５
時
１０
分

２４
日
０
　
中
神
さ
ん
誕
生
日

２６
日
ω
　
法
人
会
総
会

〃
　
　
編
集
会
議
　
１７
時
５０
分

２７
日
③
　
伊
藤
さ
ん
誕
生
日

サークル紹介 ポ 一ア
私たちポテ トサークルは名古屋市内はもちろ

ん、東京、浜松、岐阜を担当し、覚醒斉Jと 女以外

は何でも売っていこうと営業活動に励んでいま

す。

それでは、メンバーの紹介をします。

「やいやいやい」が口癖の山ロマネージャ=
通称「ガンちゃん」の岩間リーダー

2部へ配属になって少し明るくなった、伊藤 リー

ダー

森松 2年生で頑張っている堂下 さん

一児のママで育児と仕事に頑張っている森崎 さん

いつも笑顔がすてきな石川さん

以 ヒの 6名がポテ トサークルのメンバーです。

今後とも宜 しくお願いします。

前列左から、伊藤 (雅)さ ん、山口さん、岩間さん

後列左から、石川さん、堂下さん、森崎さん
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